
JP 4317849 B2 2009.8.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）受信したワイヤレス信号の第１の同期チャネルを処理してスロットの同期を獲得す
るステップと、
　前記第１の同期チャネルを処理し続けて、それに関連する相関データを供給する一方で
、第２の同期チャネルを処理してフレームの同期を獲得するステップと、を含み、且つ、
　もし前記相関データが所定の値よりも小さければ、前記第２の同期チャネルの処理を停
止してフレームの同期を獲得するステップと、
　停止される前に、もし前記第２の同期チャネルの処理に経過した時間が所定の時間値よ
りも小さければ、ステップ（ａ）で再スタートするステップと、
　もし経過した時間が所定の値よりも大きければ、既に蓄積されたデータに基づいて前記
第２の同期チャネルで伝達されるスクランブル・コード・グループを推定するステップと
、を含む、ワイヤレス受信機に使用する方法。
【請求項２】
　前記第１の同期チャネルが一次同期サブチャネル（ＰＳＣＨ）であり、前記第２の同期
チャネルが汎用移動電話システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅ
ｌｅｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）の二次同期サブチャネル（ＳＳＣＨ）である、請求項１
記載の方法。
【請求項３】
　受信したワイヤレス信号の第１の同期チャネルを処理してフレームの同期を獲得するス
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テップと、
　第２の同期チャネルを処理しそれに関連する相関データを供給するステップと、を含み
、且つ、
　もし前記相関データが所定の値よりも小さければ、前記第１の同期チャネルの処理を停
止するステップと、
　停止される前に、もし前記第１の同期チャネルの処理に経過した時間が所定の値よりも
大きければ、既に蓄積されたデータに基づいて前記第１の同期チャネルで伝達されるスク
ランブル・コード・グループを推定し、そうでなければ、前記第１の同期チャネルの処理
を新しくスタートするステップと、を含む、ワイヤレス受信機に使用する方法。
【請求項４】
　第２の同期チャネルが一次同期サブチャネル（ＰＳＣＨ）であり、第１の同期チャネル
が汎用モバイル電話システム（ＵＭＴＳ）の二次同期サブチャネル（ＳＳＣＨ）である、
請求項３記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス信号を受信し、受信したサンプルのストリームを供給するフロント・エンド
と、
　受信したサンプルで動作し、受信したワイヤレス信号の一次同期信号にスロットの同期
を獲得する際に使用されるデータを供給し、前記スロットの同期に続いて、前記一次同期
信号を更に処理し、前記データの供給を続ける一次同期要素と、
　受信したサンプルで動作し、受信したワイヤレス信号の二次同期信号にフレームの同期
を獲得する二次同期要素と、
　前記一次同期要素からの前記スロット同期に続く前記供給されたデータに応答し、前記
供給されたデータに応じて前記二次同期要素を停止するプロセッサと、を含むワイヤレス
装置。
【請求項６】
　前記スロットの同期に続いて、二次同期要素による受信されたワイヤレス信号の処理と
同時に、一次同期要素が、受信されたワイヤレス信号の一次同期信号を処理し続ける、請
求項５記載のワイヤレス装置。
【請求項７】
　前記供給されたデータが、既知の一次同期コードと受信された一次同期信号との相関を
表し、もしこの相関が所定の値よりも小さければプロセッサが二次同期要素を停止する、
請求項５記載のワイヤレス装置。
【請求項８】
　停止されると、停止される以前に前記フレームの同期の獲得に経過した時間が所定の値
よりも大きければ、二次同期要素はスクランブル・コード・グループの推定値をプロセッ
サに供給する、請求項５記載のワイヤレス装置。
【請求項９】
　停止されると、停止される以前に前記フレームの同期の獲得に要した時間が所定の値よ
りも小さければ、プロセッサは二次同期要素を再スタートさせる、請求項５記載のワイヤ
レス装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、ワイヤレス受信装置に関し、特にＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ：汎用移動電話システム）のような、
スペクトラム拡散をベースとするワイヤレス・システムにおけるユーザ装置（ＵＥ：ｕｓ
ｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＴＭＳラジオ信号の基本的時間単位は１０ミリセカンド（ｍｓ）のラジオ・フレーム
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であって、これは各々２５６０チップの１５スロットに分割される。セル（ベース・ステ
ーション、基地局）からＵＭＴＳ受信機へのＵＭＴＳラジオ信号は「ダウンリンク信号」
、反対方向のラジオ信号は「アップリンク信号」と称される。ＵＭＴＳ受信機を電源オン
にすると、ＵＭＴＳ受信機は「セル・サーチ」（ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）を実行し、通
信するセルを探索／検索する。ＵＭＴＳ受信機は最初にセルから送信されるダウンリンク
の同期チャネル（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｈａｎｎｅｌ：ＳＣＨ）を探し求
め、それにスロット／フレーム・レベルで同期し、セルの特定のスクランブル・コード・
グループ（ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ　ｃｏｄｅ　ｇｒｏｕｐ）を決定する。このセル・サー
チに成功して初めて音声／データ通信が開始される。
【０００３】
　セル・サーチに関して、ＳＣＨは、各スロットの最初の２５６チップの間にのみ動作す
る希薄なダウンリンク・チャネルである。ＳＣＨは、２つのサブチャネル：ＰＳＣＨ（Ｐ
ｒｉｍａｒｙ　ＳＣＨ：一次同期サブチャネル）とＳＳＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ＳＣ
Ｈ：二次同期サブチャネル）から成る。ＰＳＣＨの２５６チップ・シーケンス（またはＰ
ＳＣＨコード）は、すべてのセルについてＳＣＨのすべてのスロットにおいて同じである
。対照的に、ＳＳＣＨの２５６チップ・シーケンス（ＳＳＣＨコード）は、ラジオ・フレ
ームの１５のスロットの各々で異なり、６４のスクランブル・コード・グループのうち１
つを識別するのに使用される。すなわち、ＳＣＨの各ラジオ・フレームはそれぞれの送信
セルに関連するスクランブル・コード・グループのシーケンスを繰り返す。各ＳＳＣＨコ
ードは１６のＳＳＣＨコードのアルファベットから取られる。
【０００４】
　セル・サーチの一部として、ＵＭＴＳ受信機は最初に、ＰＳＣＨを使用してスロットの
同期を達成する。ＵＭＴＳ受信機は、受信したＰＳＣＨのサンプルを、既知のＰＳＣＨの
２５６チップ・シーケンス（これはすべてのスロットについて同じである）に対して相関
させ、相関ピークの位置に基づいて、スロット・レファレンス・タイムを決定する。スロ
ット・レファレンス・タイムが決定されると、ＵＭＴＳ受信機のスロットが同期され、Ｕ
ＭＴＳ受信機は受信したラジオ・フレームにおいて各スロットがいつスタートするかを決
定できる。
【０００５】
　スロットの同期後に、ＵＭＴＳ受信機はＰＳＣＨの処理を停止し、ＳＳＣＨを処理し始
める。ＵＭＴＳ受信機は、受信したラジオ・フレームにおける１５のＳＳＣＨコードを既
知のシーケンスに対して相関させ、フレームの同期を達成し、セルのスクランブル・コー
ド・グループを決定する。スクランブル・コード・グループを識別することにより、ＵＭ
ＴＳ受信機は、そのセルの他のすべてのダウンリンク・チャネル（例えば、Ｃｏｍｍｏｎ
　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＣＰＩＣＨ））をデスクランブル（スクランブル解除）
し、音声／データ通信が開始する。
【０００６】
　上述のセル・サーチには欠点が幾つかある。１つは時間である。ＳＳＣＨの処理は、一
連（１シーケンス）の１５のＳＳＣＨコードの識別を伴うので、ＳＳＣＨコードの処理は
受信された複数（１０～２０）のラジオ・フレームにわたって行われ、セル・サーチの完
了には１００～２００ｍｓを要する。別の欠点は、ＣＰＩＣＨがデスクランブルされて初
めてＵＭＴＳ受信機は周波数の同期を達成できる。これは、上述のように、セル・サーチ
の完了後に生じる。ＵＭＴＳ受信機はモバイルなのでＳＳＣＨ処理の間、チャネルの状態
が変化し、ＵＭＴＳ受信機はスロットの同期を失う（例えば、相関ピークが移動または消
失する）。これが起こると、ＳＳＣＨ処理は失敗する。この失敗は、ＳＳＣＨ処理が終了
するまでＵＭＴＳ受信機で検出されない。従って、「セル・サーチ」全体はスタート・オ
ーバ（再始動）しなければならない。すなわち、音声／データ通信がスタートできるまで
ユーザが待たねばならない時間が長くなる。
【発明の開示】
【０００７】
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（発明の概要）
　本発明の原理により、ワイヤレス（無線）受信機は、受信した第１の同期チャネルを使
用して、スロットの同期を実行し、スロット同期の完了に続き、受信した第２の同期チャ
ネルを使用してフレームの同期を実行し、受信された第１の同期チャネルは、チャネルの
状態の変化を検出するためにワイヤレス受信機で使用される。
【０００８】
　本発明の実施例において、ワイヤレス受信機はＵＭＴＳのユーザ装置（ＵＥ）の一部で
あり、第１の同期チャネルはサブチャネル（ＰＳＣＨ）であって、第２の同期チャネルは
サブチャネル（ＳＳＣＨ）である。ＳＳＣＨの処理の間、ワイヤレス受信機は、ＰＳＣＨ
を処理し続けて、チャネルの状態を監視（モニタ）する。ＰＳＣＨサブチャネルに関連す
る相関ピークが所定の閾値より降下すると、ＳＳＣＨの処理は停止される。ＳＳＣＨの処
理が所定の時間内に停止されると、ＳＳＣＨ処理は新たにスタートされる。ＳＳＣＨの処
理が所定の時間後に停止されると、ＳＳＣＨの処理は現在蓄積されているデータに基づい
てスクランブル・コード・グループを推定しようと試みる。すなわち、ＰＳＣＨチャネル
は、「早期警戒」システムとして働き、チャネルの突然の変化を早期に検出し処理時間を
節約して、ＵＥが電源オンにされてから音声／データ通信がスタートするまでのユーザの
待ち時間を短縮することができる。
【０００９】
　本発明の別の実施例によるセル・サーチ方法は、変化するチャネルの状態を早期に警報
するものとしてＰＳＣＨ処理を使用し、チャネルの状態の変化についてＳＳＣＨ処理に通
知する。このようにして、ＳＳＣＨ処理を継続するとチャネルの状態が著しく変化して誤
った結果を生じるような状況では、ＳＳＣＨの処理が継続しないようにする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　発明的コンセプトとは別に、図面に示す諸要素はよく知られており詳細に説明しない。
またＵＭＴＳをベースとするワイヤレス通信システムはよく知られていると思われ、詳細
に説明しない。発明的コンセプト以外に、スペクトラム拡散送信／受信、セル（ベース・
ステーション、基地局）、ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）、ダウン
リンク・チャネル、アップリンク・チャネルおよびＲＡＫＥ受信機はよく知られており、
ここでは説明しない。また発明的コンセプトの実施には従来のプログラミング技術が使用
され、これについては説明しない。最後に、図面上で同様な番号は類似の要素を表す。
【００１１】
　図１に、本発明の原理によるＵＭＴＳワイヤレス通信システム１０の一部を例示する。
セル（ベース・ステーション、基地局）１５は、上述したＰＳＣＨおよびＳＳＣＨサブチ
ャネルを含むダウンリンクのＳＣＨ（同期チャネル）信号を放送する。前述したように、
ＳＣＨ信号１６は、音声／データ通信の前提条件として同期化のためにＵＭＴＳのユーザ
装置（ＵＥ）で使用される。ＵＥは、「セル・サーチ」の間、ＳＣＨ信号を処理する。本
例で、ＵＥ（例えば、携帯電話）２０は、電源をオンにするとセル・サーチ（ｃｅｌｌ　
ｓｅａｒｃｈ）を開始する。セル・サーチの目的は、（ａ）ＵＭＴＳラジオ・フレームの
スロット／フレーム・レベルでセルの送信に同期すること、（ｂ）セル（例えば、セル１
５）のスクランブル・コード・グループを決定すること、などである。本発明の原理によ
れば、ＵＥ２０は、ＰＳＣＨサブチャネルを使用しチャネルの状態の変化をモニタする間
、ＳＳＣＨサブチャネルを処理して、セル１５とフレームの同期を達成する。以下の例は
この最初のセル・サーチ（すなわち、ＵＥの電源を入れたとき）に関する発明的コンセプ
トを説明するものであるが、本発明のコンセプトはこれに限定されず、他のセル・サーチ
の場合（例えば、ＵＥが「アイドル・モード」にあるとき）にも適用される。
【００１２】
　図２に、本発明の原理による、ＵＥ２０の一部のブロック図を例示する。ＵＥ２０は、
フロント・エンド１０５、アナログ／ディジタル（Ａ／Ｄ）変換器１１０、セル・サーチ
要素１１５、サーチャ要素１２０、ＲＡＫＥ受信機１２５、ホスト・インタフェース・ブ
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ロック１３０、およびプロセッサ１３５を含んでいる。発明的コンセプトの他に、当技術
分野で知られる付加的要素も図２に示すブロック内に含まれるが、簡略にするためにここ
では説明しない。例えば、Ａ／Ｄ変換器には、ディジタル・フィルタ、バッファなども含
まれる。
【００１３】
　フロント・エンド１０５は、アンテナ（図示せず）を介してセル１５（図１）から送信
される高周波（ＲＦ）信号１０１を受信して、ＰＳＣＨ／ＳＳＣＨサブチャネルを表すベ
ースバンドのアナログ信号１０６を供給する。ベースバンドのアナログ信号１０６はＡ／
Ｄ変換器１１０でサンプリングされ、Ａ／Ｄ変換器１１０は、受信されたサンプルのスト
リーム１１１を供給する。受信されたサンプル１１１は、３個の構成要素（セル・サーチ
要素１１５、サーチャ要素１２０、ＲＡＫＥ受信機１２５）で利用される。セル・サーチ
要素１１５はＰＳＣＨおよびＳＳＣＨサブチャネルを処理する。セル・サーチに成功する
とサーチャ（ｓｅａｒｃｈｅｒ）要素１２０は受信したサンプルを評価して、ＲＡＫＥ受
信機１２５の各フィンガ（ｆｉｎｇｅｒ）にマルチパスを割り当てる。ＲＡＫＥ１２５受
信機は、マルチプル・パスからのデータを組み合わせ、シンボルを供給し、その後、デコ
ーダ（図示せず）で復号化して音声／データ通信を行う。発明的コンセプトに関連するの
はセル・サーチ要素１１５だけなので、サーチャ要素１２０とＲＡＫＥ受信機１２５につ
いてはこれ以上述べない。ホスト・インタフェース・ブロック１３０は、前述した構成要
素とプロセッサ１３５間でデータを結合させ、プロセッサ１３５は、信号１３４により、
セル・サーチ要素１１５からの結果を受信する。プロセッサ１３５は、蓄積プログラム制
御プロセッサ（例えば、マイクロプロセッサ）であり、プログラムとデータを記憶するメ
モリ（図示せず）を含んでいる。
【００１４】
　図３に、セル・サーチ要素１１５のブロック図を例示する。セル・サーチ要素１１５は
ＰＳＣＨ要素２０５とＳＳＣＨ要素２１０を具える。図４に、セル・サーチ要素１１５で
ダウンリンクのサブチャネル（ＰＳＣＨとＳＳＣＨ）を処理するための本発明の原理に従
うフローチャートを示す。ステップ３０５で、ＵＥ２０のプロセッサ１３５はセル・サー
チを開始し、ダウンリンクのＰＳＣＨサブチャネルを処理してスロットの同期を達成しよ
うと試みる。プロセッサ１３５は、信号２０６により、ＰＳＣＨ要素２０５を起動させて
、受信したサンプル１１１を処理する。例えば、ダウンリンクのＰＳＣＨサブチャネルは
既知のＰＳＣＨ２５６チップのシーケンス（またはＰＳＣＨコード）であり、周期的に起
こる（ダウンリンクＳＣＨ信号の各スロットごとに繰り返す）ので、ＰＳＣＨ要素２０５
は受信したサンプル１１１をＰＳＣＨコードに対して相関させ、関連するピーク相関値を
供給する。ＰＳＣＨ要素２０５は、整合されたフィルタとバッファ（何れも図示せず）と
から成り、整合されたフィルタの出力信号を記憶する。ＰＳＣＨ要素２０５は、信号２０
６により、ピーク値をプロセッサ１３５に供給する。このピーク値は、受信されたラジオ
・フレームの幾つかのスロット（４～２０スロット）にわたり平均化され、不正なロック
（ｆａｌｓｅ　ｌｏｃｋ）の可能性を低減させる。ピーク値が所定の閾値よりも大きくな
ければ、プロセッサ１３５はＰＳＣＨ要素２０５を制御し、受信した信号を処理し続けて
、セルを探し続ける。ピーク値が所定の閾値よりも大きければ、ＵＥ２０はスロットの同
期化を完了し、プロセッサ１３５は、フレームの同期化に関してセル・サーチを継続し、
関連するセルのスクランブル・コード・グループを決定する。別の方法では、所定の加算
または乗算係数によりピーク相関値が次の最大相関値を超えると、スロットの同期を完了
したものと見なす。　
【００１５】
　ステップ３１０（図４）で、発明的原理に従いプロセッサ１３５はＳＳＣＨ要素２１０
とＰＳＣＨ要素２０５をイネーブル（動作可能に）する。ＳＳＣＨ要素２１０は受信した
サンプル１１１を処理し、これを使用して、フレームの同期化を試み、且つセル１５のス
クランブル・コード・グループを識別する。ＰＳＣＨ要素２０５はサブチャネルＰＳＣＨ
を処理し、早期警報／検出器として働き、ＳＳＣＨ処理の間、チャネルの状態を監視（モ
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ニタ）し、チャネルの状態の変化を検出する。　
【００１６】
　図５に、図４のステップ３１０を更に詳細に示す。ステップ３１０は、ステップ３２０
（ＳＳＣＨの処理に関連する）およびステップ３２５、３３０、３３５（チャネルの状態
の監視に関連する）を含んでいる。ステップ３２０は、ＳＳＣＨの処理に対応し、ＳＳＣ
Ｈ要素２１０（図３）とプロセッサ１３５（図２）によって実行される。ＳＳＣＨ要素２
１０は、信号２１１によって、プロセッサ１３５に結合される。ＳＳＣＨの２５６チップ
・シーケンス（ＳＳＣＨコード）は、特定のセルについてラジオ・フレームの１５スロッ
トの各々で異なる。各ラジオ・フレームは特定のセルに関連する独自の１５のＳＳＣＨコ
ードを繰り返す。ＳＳＣＨ要素２１０は、プロセッサ１３５で起動されると、受信したラ
ジオ・フレーム内の１５のＳＳＣＨコードから成る特定のシーケンスを既知のシーケンス
に対して相関させ、これを使用してフレームの同期化を達成し、且つセルのスクランブル
・コード・グループ（セル１５に関連するスクランブル・コード・グループ）を決定する
。受信した１５のＳＳＣＨコードのシーケンスにつき確固たる推定値を得るために、ＵＥ
２０は連続する複数のデータ・フレームにわたり相関を平均化するので、上述のように、
ＳＳＣＨの処理では、受信された複数（１０～２０）のラジオ・フレームを処理する必要
がある。そのためＳＳＣＨ処理に要する時間は１００～２００ｍｓとなる。このタイム・
フレームの間、ＵＥはスロットの同期化を失う。本発明の態様により、プロセッサ１３５
は、ＳＳＣＨの処理の間、チャネルの状態の変化を早期に警報する検出器としてＰＳＣＨ
要素２０５を使用する。ＳＳＣＨ処理の起動時に、また、プロセッサ１３５は、ステップ
３２０のためにタイマ（図示せず）が処理時間を追跡できるようにする（以下に述べる）
。当技術分野で知られるように、タイマはソフトウェアおよび／またはハードウェアで実
施できる。
【００１７】
　ステップ３２５で、ＰＳＣＨ要素２０５は、各スロットの間、受信したサンプル１１１
を既知のＰＳＣＨコードに対して相関させ、信号２０６により、対応する相関ピークの大
きさをプロセッサ１３５に供給する。ステップ３３０で、プロセッサ１３５は、受信した
相関ピークを所定の閾値と比較する。より大きなピークが（例えば、異なる別のセルから
）そこに出ていても問題ではない。重要なのは、元のピーク（すなわち、ＳＳＣＨの処理
が現在同調しているピーク、すなわち、セル１５からの信号）が（たとえ現在弱くなって
いても）まだそこにあることである。受信した相関ピークが所定の閾値（例えば、元のピ
ーク値の５０％）よりも大きければチャネルの状態は変化していないと思われ、プロセッ
サ１３５はステップ３３５を実行する。ステップ３３５で、ＳＳＣＨの処理が終了してい
るかどうか判断される。ＳＳＣＨ処理が終了していれば、セル・サーチは終了する。もし
ＳＣＨ処理が終了していなければ、プロセッサ１３５はステップ３２５に戻り、チャネル
の状態の変化を早期に警報する検出器としてサブチャネルＰＳＣＨを使用し続ける。
【００１８】
　ステップ３３０で、受信した相関ピークが所定の閾値以下であるかまたは所定の閾値に
等しければ、チャネルの状態が変化して、継続されるＳＳＣＨの処理が劣化すると推測さ
れ、プロセッサ１３５は、ステップ３２０のＳＳＣＨの処理を停止させる（図３の停止信
号２１６で表す）。プロセッサ１３５は次に、ステップ３５０、３５５、３６０（図６）
に進む。ステップ３５０で、プロセッサ１３５は、上述したタイマ（ＳＳＣＨの処理に経
過した時間を測定する）の値を評価する。経過時間が所定の値以下であるかまたは所定の
値に等しい（すなわち、ＳＳＣＨの処理で経過時間が「早い」）ならば、ステップ３０５
（図４）で、プロセッサ１３５はセル・サーチを再びスタートする。この場合、フレーム
の同期化、およびセルの１５のスクランブル・コード・グループに関して確かな判断を下
すのに十分なデータをＳＳＣＨ処理はまだ持っておらず、セル・サーチを再スタートする
方がよいと想定される。「早い」とは、例えば、ＳＳＣＨの処理が完了までの５０％以下
、または７５％以下であるとして定義される。ＳＳＣＨ処理が少なくとも１０個のラジオ
・フレーム（各フレームは１０ｍｓ）を処理するものと予め規定されるなら、ステップ３
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【００１９】
　経過時間が所定の値よりも大きい（ＳＳＣＨの処理が「遅れている」）ならば、ＳＳＣ
Ｈの処理を継続すると、蓄積されているデータが信頼できないデータで汚染されると推測
される。ステップ３５５で、プロセッサ１３５は、現在蓄積されているデータに基づいて
、セル１５のスクランブル・コード・グループを推定できるかどうか点検する。ステップ
３５５で、プロセッサ１３５は、ＳＳＣＨ要素２１０と連係して、信号２１１により、現
在推定されている受信された１５のＳＳＣＨコード・シーケンスと、スクランブル・コー
ド・グループを表すＳＳＣＨの１５のコードから成る６４のシーケンスのうち１つとの間
に整合（一致）があるか判断する。整合があれば、ステップ３６０で、受信されたシーケ
ンスをＳＳＣＨ要素２１０が正確に識別したと推測され、フレームの同期とスクランブル
・コード・グループが決定される。この整合は、１５個のＳＳＣＨコードすべてについて
正確な整合であるか、またはもし独自のスクランブル・コード・グループが識別できるな
らば、１５個のＳＳＣＨコードのうち少なくともＮ個との整合である。Ｎは予め規定され
る（例えば、Ｎ＝１３）。もし整合がなければ、ステップ３０５（図４）で、プロセッサ
１３５はセル・サーチを再スタートさせる。
【００２０】
　ステップ３２０／ステップ３６０で、ＳＳＣＨの処理に成功すると、セル１５のスクラ
ンブル・コード・グループが識別され、ＵＥ２０は、周波数の同期に使用される、セルの
他のダウンリンク・チャネル（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＣＰＩＣＨ
）を含む）をすべてデスクランブルでき、識別したスクランブル・コード・グループから
、そのセルについて実際のスクランブル・コードを決定でき、音声／データ通信が開始さ
れる。
【００２１】
　上述のように、本発明の原理によれば、ＰＳＣＨサブチャネルは、ＳＳＣＨサブチャネ
ルの処理の間、チャネルの状態を監視する。この方法はＳＳＣＨ処理の性能を改善する。
初期のセル・サーチに関して述べたが、本発明のコンセプトは、チャネルの状態が変化し
ているときにＳＳＣＨサブチャネルのようなダウンリンク・チャネルが処理される場合、
ワイヤレス・オペレーションのいかなる部分にも適用される。
【００２２】
　前述の事項は単に、本発明の原理を説明したにすぎず、本文中に明記されていないが、
本発明の原理を具現化しその技術思想と範囲内にある多数の代替構成を当業者は創案でき
ることが理解されるであろう。例えば、本文中では、別個の機能的要素として例示されて
いるが、これらの機能的要素は、一個または複数の集積回路（ＩＣ）および一個または複
数の蓄積プログラム制御プロセッサ（例えば、マイクロプロセッサまたはディジタル信号
プロセッサＤＳＰ）において具現化される。同様に、ＵＭＴＳをベースとするシステムと
して例示されているが、この発明的コンセプトは、変化しつつあるチャネルの状態の存在
において信号を処理するいかなる通信システムにも適用される。従って、開示された実施
例に多数の変更がなされ、且つ特許請求の範囲に記載の本発明の技術思想と範囲から離脱
することなく他の構成も創案できることが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の原理による、ワイヤレス通信システムの一部を例示する。
【図２】本発明の原理による、ワイヤレス受信機の実施例を示す。
【図３】本発明の原理による、ワイヤレス受信機の実施例を示す。
【図４】本発明の原理による、フローチャートを例示する。
【図５】本発明の原理による、フローチャートを例示する。
【図６】本発明の原理による、フローチャートを例示する。
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